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お
の
臨
誌
か
さ
と
は

M
ん
で
お
る

か
を
渡
先
し
、
川
制
と
も
に
祭
え

て
清
潔
な
市
政
を
淡
淡
い
ι
絞
れ
付

し
て
ま
い
り
た
い
と
神
間
く
決
ぶ

し
て
い
る
も
の
で
す
。

本
命
削
除
福
山
市
制
制
約
凶
行
間
も
な

い
幼
年
絞
め
滋
℃
あ
り
ま
す

が
、
品
臼
却
的
問
凶
汲
州
知
的
市
と
し
て

ゾ
ん
は
越
的
引
に
え
ま
た
、
閥
均
臨
抗
的
問

に
も
抗
的
好
な
立
柏
崎
象
品
什
い
い
ゐ

り
、
選
紘
一
伎
と
発
展
徐
に
緩
ん

だ
柑
ゲ
多
い
ふ
巾
匂
あ
る
と
位
同
じ
ま

す。

昨
年
十
二
月
二
十
七
口
H

に
行

特例 2月の続税やや紳
箆定資緩税
都市計必殺

今月の燃を島徴収It次の主おり行ないますので

ご約締ください。

自善寺…丑刃 26日(会)午前守 ;30~午後4 ; (ぬ
実勢丹l、…・爽滋守 総統セγター

も行ないますのでご総緩ください

のd早期分です

j竹ι

引
払
凶
川
、
灘
体
吋

aMに
お
け
る
本

市
の
市
致
山
仙
、
市
中
邸
内
に
主
っ
て

ま
た
、
本
訟
の
悠
久
な
附
蹴
巾
凡
的
山

将
来
に
と
っ
て
、
最
も
大
切
な

勝
点
に
あ
号
、
持
品
派
的
な
立
緩

や
総
務
約
九
な
対
立
を
越
え
て
、

中
期
制
試
の
ゆ
稿
係
と
材
結
州
出
z

開
棋
遂
す

る
授
河
関
手
術
的
将
官
慣
を
築
き
上

げ
、
切
り
開
く
た
め
に
一
銭
役

あ
げ
て
内
づ
け
、
仕
上
げ
に
紛

滋
し
、
由
同
然
主
唱
閥
和
利
の
と
れ
た

数
料
的
綴
後
方
組
付
っ
た
市
に
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

線
放
に
対
し
て
は
、
水
と
殺

と
太
開
捕
、
人
同
附
と
れ
、
り
の
綴
お

の
と
れ
た
施
設
.
批
判
づ
く
与
も
絞

殺
獲
し
、
絢
衡
む
と
れ
た
発

問
問
な
附
附
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。一
般
こ
わ
さ
れ
た
自
然
は
永

久
に
も
ど
ら
な
い

k
い
わ
れ
て

お
9
ま
す
が
、
首
都
必
然
銭
前
期

と
し
て
閥
開
発
さ
れ
る
に
後
っ
て

銭
終
的
後
淡
も
生
ま
れ
る
か
と

即
応
い
ま
す
。
こ
の
芳
時
間
を
い
か

に
解
決
し
て
い
〈
か
が
大
き
な

課
題
だ
と
怒
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
念
綴
に
お
哲
な
が

ら
州
市
民
に
件
持
し
て
は
、
内
制
緩
仙
川

な
お
か
つ
後
時
四
し
た
サ

i
ピ
ス

を
行
な
っ
て
ま
い
れ
ツ
た
い
主
同
部

い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
開
発
的
方
針
と
し

ま
し
て
、
と
舟
閥
単
加
の
ゆ
儲
滋
に

あ
た
っ
て
は
、
次
の
間
関
本
の
総

合
刊
行
殺
の
お
料
開
主
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

そ
明
第
一
一
円
「
市
民
町
生

活
と
挙
措
加
を
守
る
い
で
あ
争
、

中
市
以
内
の
健
康
‘
社
会
惜
樹
札
慌
の
ふ
括

梅
津
、
府
内
ド
之
、
各
種
凌
世
識
の
抑
制

然
、
蛸
隅
引
%
の
附
開
捻
な
ど
安
田
向
っ

て
中
市
民
的
け
か
出
品
じ
吃
役
時
間
を
営
ん

で
い
け
る
よ
う
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

材
伸
一
一
は
、
「
間
同
然
と
謝
料
殺
の

と
れ
た
紺
郎
総
づ
く
れ
ノ
い
こ
れ
に

よ
り
地
内
山
務
総
没
、
都
市
潔
境
、

交
通
安
全
災
後
、
ゑ
円
対
策
、

公
共
a

子
中
品
透
、
そ
の
的
公
共
稔

畿
の
ゑ
僚
を
進
め
、
仲
間
み
土
い

綴
づ
く
り
に
つ
と
め
て
ま
い
り

た
い

k
思
い
ま
す
。

第
一
ネ
川
州
、
「
中
荒
木
市
を
強
う
子

を
育
て
る
い
で
あ
れ
ワ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ソ
学
校
数
押

Hm設

備
、
充
実
を
間
関
争
、
次
代
役
抑
制

っ
て
た
つ
に
ふ
さ
わ
し
い
、
そ

し
て
新
ら
し
い
時
代
の
婆
牧
師
仰
い

と
た
え
う
る
総
販
に
し
て
、
開
明

る
く
成
い
阿
川
悦
酬
と
添
い
数
獲
を

前
〈
玉
ム
口
品
件
緩
工
事
制
問
叫
丸
信

O
万
mm
で
錨
師
装
工
事
を
滋
め

て
お
h

ツ
ま
す
が
、
ま
も
な
く
終
的
附
さ
れ
ま
す
。

例
制
時
以
神
仙
人
、
一
一
}
m
で
す
。

鍛
え
た
加
開
校
あ
る
子
供
の
古
河
時
叫

に
努
仏
り
た
い
主
総
い
ま
す
。

第
開
闘
は
‘
「
市
災
後
淡
な
官
問

ぬ
る
」
で
あ
り
ま
す
。
教
会
同
削

除
湖
、
後
数
締
法
な
ど
の
変
化
に

対
応
し
、
役
会
主
骨
為
な
形
成

者
た
る
べ
き
被
災
W
H
成
の
た

め
、
止
品
川
問
教
嚇
料
、
い
わ
沖
る
社

会
教
育
の
絞
蛸
問
主
泌
氏
の
生
活

の
中
に
せ
古
杭
剤
、
す
〈
ル
仰
の
時
此
お
制
を

附
凶
り
、
生
活
に

5
る
お
い
を
も

た
せ
る
主
と
も
に
、
曲
国
か
な
引
用

制
内
科
品
緩
め
魚
網
桐
闘
に
努
め
て
ま
い

h

ソ
た
い

k
開
仰
い
ま
す
q

増
加
す
る
火
災
と
蝿
死
者

き
び
し
い
宍
、
さ
と
と
も
に
す

べ
て
の
も
の
が
カ
予
カ
子
に
ぬ

燥
し
、
新
聞
問
、
テ
レ
ピ
、
予
A
ジ

オ
呼
で
火
災
の
ニ

?
3
ス
が
毎

日
続
い
て
お
号
室
す
。

関
東
地
方
に
出
同
事
れ
れ
ι
闘
関
常

乾
燥
注
意
朝
刊
も
先
月
か
ら
出
闘
っ

ぱ
な
し
と
い
う
気
象
条
件
下
で

各
織
に
火
災
が
多
発
し
て
い
る

わ
け
で
す
。

昨
昨
年
余
闘
で
は
、
六
万
三
千

七
否
八
十
七
件
劫
火
災
仰
い
よ
り

三
万
九
千
八
澄
二
役
織
が
被
災

し
.
一
千
五
夜
九
十
四
人
の
死

'弘
uhm叶
ノ

度
火
の
元
を
纏
め
よ
う

者
主
九
千
六
一
自
十
一
一
人
の
品
川
傷

者
を
出
し
八
玄
十
J

償
問
の
以

燃
や
リ
脳
同
し
ま

L
た
。
こ
れ
は
、

念
総
で
ん
部
u
u
八
分
ご
と
に
山
出
火

し
‘
一
日
a平
均
一
自
じ
十
五
件
げ
の

火
災
に
よ
り
凶
・
附
間
人
の
死
者

主
一
一
億
二
千
万
開
け
が
w
れ
に
な
っ

て
い
た
と
と
に
な
ち
ま
す
。

時
間
物
然
失
波
紋
に
つ
い
て
は

一一一

K
の
会
問
問
総
会
活
五
万
戸
分
い
い

制
相
当
す
る
'
わ
け
で
す
。

ま
た
も
キ
細
部
時
間
下
に
つ
い
て

は
.
昨
昨
年
二
千
一
一
一
日
開
十
九
仲
げ
の

火
災
に
よ
り
一
千
六
十
一
…
総
務

が
災
災
L
、
六
十
m
悶
人
の
絞
殺

と
一
一
引
い
一
ニ
十
四
人
の
点
以
綴
殺
を

践
し
、
十
八
億
九
千
玄
否
万
ほ

の
例
制
山
川
引
を
山
山
し
ま
し
た
。
我
孫

子
市
に
つ
い
て
は
前
号
で
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
揃
織
り
で
あ
h

ソま

す。
数
近
の
火
災
は
問
地
総
泌
山
地
が

背
骨
件
前
に
浮
く
ま
た
、
務
時
間
品
鳴
が

た
く
窓
ん
紛
る
こ
と
は
務
総
町

の
塑
官
科
学
閥
聞
や
北
搬
送
美
掃
惜
の

美
容
淡
火
災
等
で
ご
存
知
の
と

と
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
緩
済

協
同
勢
や
建
築
総
式
的
変
化
等
か

市の人口

匹目前146{f.l月31おま立君主

努 25，207人官官JH七182人Jj皇

女 25，335人グ 134グ

針 50，542人グ 316" 

蛍帯数13，583数倍グ77没者fj首

IJlの人口動態

努女官t

l封ゑ 78入品2人 140人

事え入 240人 204人 444人

死亡 日人 15人 23人

転磁 128人 111人 245人

榔
品
開
却
の
あ

荷
で
N
H
A
…
品
数
な
都
前
ル
仰
い
い
体
作

う
刊
文
明
趨
盤
的
増
加
に
対
処
す
る

た
め
‘
制
剖
筏
計
画
決
定
し
て
い

る
務
衛
計
側
道
路
昭
一
却
識
を
変

誠
氏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の

案
が
で
き
ま
し
た
母
で
縦
覧
を

行
な
っ
て
お
ち
ま
す
。

時
点
に
つ
い
て
訟
閥
均
を
ゆ
叫
べ
た

い
力
凶
弘
知
事
ま
た
は
‘
市
長
あ

て
に
ゑ
気
盛
岡
を
提
出
し
て
く
だ

698 

約
者
も
多
く
な
ら
な
い
わ
け
モ

ナ
。
こ
れ
か
ら
も
ま
ど
翁
分
の

関
こ
の
よ
う
な
ん
礼
象
条
件
が
淡

く
も
の
と
忍
わ
れ
ま
す
の
で
十

。率い詩書籍少ない機務。
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〈V
e
-
-
:
j
:
川
小
川
刊
間
同
十
六
年
棺
知
的
臨
時
前
市
議
会
同
M
.

二
月
九
日
制
制
緩
寄
れ
に
月
十
吉
一
日
ま
で
点
以
S
e
e
-
:
j
o

ハV
e
・
e
・-
-
j
側
州
五
器
開
閉
を
も
っ
て
問
問
機
冬
れ
ま
し
た
。
市
長
は
仏
閉
め
に
次
め
よ
う
な
所
祭
の
一
油
精
'
!
〈
〉

。

i
:
:
:
を
夜
間
切
一
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
に
つ
い
て
み
な
さ
ま
に
お
紛
ら
令
い
た
し

i
;
i
o

。
察
の
縦
覧
域
総

千
葉
県
土
木
涼
一
議
一
綴
潮
時

泌
総

。
叫
椴
資
制
期
間
関

二
例
月
十
‘
ぶ
ね
か
ら
ご
月
一

六

g
ま
で

A
V
窓
見
書
の
締
め
切
世
間
持
及
び

品
賞
品
川
場
所

阪
和
凶
十
六
年
ニ
バ
二
十
六

日
午
後
間
同
化
吋
附
間
十
五
分
ま
で

郵
送
の
総
合
同
U
J
M
d
n
消
印
の

あ
る
も
の
は
お
品
川

千
#
帝
国
府
土
木
部
計
…
側
線

議議
書撃



住
民
税
等
の
申
告

二
月

議

一
十
四
日
か
ら
各
地
区
別
に
開
催

白月

ハ
緩
和
銅
十
ぷ
年
〉
市
市
に
綴

姐
附
り
あ
っ
た
人

た
だ
し
、
臨
川
棚
問
が
一
カ
所

め
勤
務
品
ん
か
ら
給
与
ず
一
街
路
付
だ

け
で
批
判
別
徴
収
ハ
銭
的
月
め
給

料
か
ら
住
民
制
併
殺
災
引
き
さ

れ
て
い
る
人
v

さ
れ
る
方
、

ま
た
は
、
所
得
税
の
綴
慾
由
中

執
日
掛
闘
を
税
務
緩
い
い
梢
関
山
関
さ
れ

た
方
に
つ
い
て
は
申
告
師
長

裂
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。

な
お
‘
・
一
閉
γ

組
問
嚇
繍
令
品
提
出
向
す

る
臨
吋
は
申
告
噺
惜
の
手
引
き
た

よ
く
州
統
ん
で
、
で
者
る
だ
け

総
入
し
て
く
だ
さ
い
。
と
く

に
本
芸
字
削
引
き
も
⑩

を
兼
ね
て
お
9
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
住
際
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
ゑ
命
保
険
料
終

除
、
件
拭
鵡
到
燈
除
穏
な
H
t
は
、

必
ず
記
入
の
う
え
の
品
開
相
相
談

さ
れ
る
よ
う
お
新
い
い
た
し

ま
す
。

圏
中
止
闘
の
と
者
仲
問
診
す
る
も
の

。
印
鑑

。
向
帆
入
問
州
側
の
関
係
燦
拙
博
〈
事

機
撹
同
消
縄
問
者
、
}
公
務
協
議
得
設

は
収
支
閥
判
州
制
緩
作
成
の
た

め〉

。
必
妥
続
出
到
の
わ
か
る
幾
奴

〈
官
学
畿
地
問
得
者
、
不
動
産
梢
問

係
者
は
級
交
例
制
制
常
国
作
成
の

た
め
〉

。
一
段
鋒
か
ら
品
換
し
引
か
れ
る
後

終
日
紅
開
明
書

。
幾
極
構
檎
胤
肱
附
〈
蹴
官
富
山
.
拙
例
鈴

掛
鳴
の
遊
間
明
書
V

品
暗
肱
臨
療
費
駒
山
路
路
〈
際
的
へ
母

交
的
訟
領
収
綴
〉

@
社
会
係
険
料
控
除
ハ
関
係

制
怖
及
び
岡
国
民
年
ゑ
の
紺
期
段

敢
闘
い
ず
れ
も
緩
和
四
十
五

年
冷
に
支
払
っ
た
分
〉

。
然
命
保
険
料
出
関
係
ハ
支
払

い
託
明
緩
ま
た
は
遜
緩
V

隊
農
業
数
入
か
ら
差
し
引
か
れ

る
楠
慌
時
開
山
説
明
察

。
水
割
楠
制
民
同
点
目
油
開
築
設
控
除

(
共
後
総
合
の
日
祉
関
明
僻
欝
〉

品
暗
殺
冊
減
用
出
国
務
一
単
〈
議
後
ま

た
は
納
税
制
桝
紋
議
〉

@
土
的
指
紋
肉
民
総
務
終
品
開
ハ
ネ

品
川
改
良
区
の
続
税
、
た
だ

し
捕
す
賀
沼
ー
エ
柏
崎
改
良
区
分

に
つ
い
て
は
持
参
不
要
V

O
小
作
制
作
抽
出
徐
〈
地
討
中
へ
の

小
作
料
支
払
い
酬
明
以
議
)

な
お
、
関
剛
院
総
康
保
険
制
州
入

後
世
情
的
方
で
所
得
の
な
い
均
以

前
ド
俊
市
協
を
拙
提
出
凶
し
ま
す
と
、
同

夜
健
康
保
時
間
後
が
減
桜
さ
れ
ま

す
の
で
ゆ
後
議
む
婆
耐
に
総
入

の
う
え
申
a

告
し
て
く
だ
き
い
。

そ
の
総
務
総
に
つ
い
て
は
‘

課
税
線
綴
…
潟
査
係
ハ
後
緒
的
八

一
一
臨
時
二
五
一
漆
約
終
日
面
五

役
〉
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
事

、。
'hv 

コ
ド
寺
田
部
野
生
ニ
半
E

n
r
v一半
f
む
官
傘
布
妥
協

t
v
ゎ
T
'
v

保
育
園
職
員
募
集

甲
次
の
い
子
れ
か
に
斗
該
当
す
る
帯
受
付
制
州
側
側

者
神
仙
受
験
で
き
ま
せ
ん
。
開
閉
創
刊
附
悶
十
六
年
一
一
月
十
b
u
n

O
時
材
中
中
の
国
時
朝
食
中
刊
し
な
い
者
か
ら
ゴ
一
月
一
点
持
ま
で
受
付
け

O
端
的
治
産
品
官
、
お
よ
び
準
恭
一
治
ま
す
。
受
付
制
期
間
同
は
午
前
拙
九

産

者

脇

町

か

ら

午

後

限

時

ま

で

、

土

。
繍
削
機
以
生
母
刈
に
加
持
せ
ら
れ
酬
眼
目
な
午
前
九
勝
か
ら
正
午

た

者

ま

で

で

す

。

曹
受
融
制
4
T
統

き

曹

を

の

的

問

。
出
叩
し
込
み
4
t
胃
ド
ぃ
必
擦
な
事
項
。
試
験
科
白
お
よ
ぴ
n
M
程
に
つ

七
%
記
入
し
潟
市
役
夜
、
福
被
い
て
は
受
験
申
し
込
み
翁
に

事
務
所
へ
援
出
し
て
く
だ
さ
官
鳴
っ
て
途
一
紛
い
た
し
ま
す
。

い。

O
給
与
に
つ
い
て
は
市
の
数
与

@
出
干
し
込
み
憎
闘
に
は
最
終
学
後
条
例
に
よ
る
。

卒
然
前
例
蜘
紙
経
明
書
}
摘
組
、
経

O
そ
の
品
協
鵠
計
伺
制
に
つ
い
て
は
、

波
大
角
万
以
内
に
機
臨
僻
し
た
絞
孫
子
市
役
昨
山
内
回
附
致
事
務

写
真
〈
上
繁
盛
埼
‘
税
調
珊
・
混
一
放
〈
智
地
出
納
入
…
一
回
冊
目
叩
笈
吋

蛮
内
向
‘
縦
六
個
、
機
関
・
五
番
〉
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
ど

畑
〉
一
一
蒸
を
添
付
し
て
く
だ
古
い
。

さ
い
。

係官
H

国
幽
拓
刺
殺
に
主
も
な
い
次

の
色
お
り
側
関
係
帥
判
長
を
募
緩
い

た
し
ま
す
り
で
希
忽
滋
は
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

wv
採
黒
字
浴
人
員
十
五
名

wv
受
験
資
絡
は
原
黙
と
し
て
、

的
部
品
川
一
格
務
持
者
ま
た
は
、

間
階
級
図
十
六
年
中
に
資
綴
欲

録
免
H

誌
の
者
で
、
総
和
十
一

年
限
月
一
お
か
ら
間
階
和
二
十

一
一
一
年
間
約
月
二
日
ま
で
に
絞
ま

れ
た
品
物
a

。
市
内
に
在
伎
す
る
者
、
ま
た

は
、
滋
鈴
可
能
的
経
糊
闘
に
級

住
す
る
主
認
め
、
り
れ
る
者
。

静 3JHOa以後lま非常に華急車悲しますので、なるべ

く辱めに申告してください。

設
孫
子
駅
前
一
区
一
階
整
理
事
業

区
域
等
の
図
…
哉
の
縦
覧

輸
出
号
で
も
お
絞
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
抑
制
中
間
計
百
間
見
広
い
い
務
づ
き

次
の
と
お
ち
我
係
予
抑
制
品
市
計
随

時
慌
時
開
子
駅
時
加
え
泌
尿
画
経
怒
繁

栄
を
次
の
主
お
号
決
定
し
ま
し

た
の
で
、
そ
の
際
線
路
祭
は
、

務
孫
子
市
役
続
附
体
制
幽
整
理
線
開
帆

競
都
市
山
川
淡
彩
務
所
に
あ
号
ま

す
の
で
お
い
で
く
だ
事
い
。

V
緩
幹
昆
期
間

一
万
十
人
白
か
ら
開
設
制
州
縦
覧

い
た
し
ま
す
。

wv
報
部
市
許
制
闘
の
輔
親
類
お
よ
び
名

品特特
例
孫
子
都
市
計
総
我
孫
子
閥
抗

前
土
地
紋
翻
盤
強
事
懇

軍
家
梯
摘
に
か
か
る
広
被

時
時
博
知
子
市
抑
制
緩
予
の
内
字

蹴
職
業
委
員
会
委
良
選
殺
人
名
簿
の
縦
覧

後
世
間
後
腕
内
会
委
員
潟
幾
人
名

簿
め
淡
路
を
次
の
主
お
ち
行
な

い
ま
す
。

期
間
間
一
一
万
二
十
三
日
制
か
ら

三
月
九
日
ま
で

極
切
孫
品
代
様
子
市
役
所
内

明
期
挙
管
遼
妥
協
川
会

期尚北

ydm

物
品
除
支
所

品
吋
燃
は
や
淡
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
〈
点
、
居
時
期

司
を
含
む
)
で
す
。

E
の
名
簿
は
、
一
四
万
一
日
議

。
会
湖
岸
株

安
海
巡
務
員
募
鋒

千
葉
森
繁
燃
で
は
、
次
の
主

お
り
交
惜
繍
a滋
税
目
H

を
募
然
し
て

お
り
ま
す
の
で
義
製
品
唱
は
的
電
し

込
み
く
だ
事
い
。

@
採
血
開
予
定
人
員
約
双
十
名

φ
線
開
問
弔
定
期
回
線
約
四
十

六
年
間
R
月
中
旬

A
V
受
験
資
検
問
昭
和
四
十
六
年

阪
湾
ご
十
日
報
偶
殺
で
十
八
す

か
ら
一
一
一
十
才
を
さ
ポ
.
高
等
学

絞
卒
惜
刑
判
刊
榔
支
配
学
つ
を
討
す

る
努
女

や
試
験
民
総
べ
次
郎
和
m
間十

六
年
一
ぷ
丹
十
凶
口
H

。
簿
二
次

ト
品
開
十
六
和
十
一
一
一
月
十
五
日

@
受
付
期
間
総
和
利
回
十
六
移

二
月
九
n
H
から一一…月十一一一円日

官
で
〈
試
験
溺
設
も
受
け
付

け
ま
す
。
v

そ
の
他
総
等
、
職
務
柑
吋
柑
許
制
酬

に
つ
い
て
は
抽
間
関
税
務
説
明
ま
た
は

絞
寄
号
車
総
説
際
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

総
務
柑
県
警
昭
屯
也
拍
ハ
ム
ハ
七
i
九

一
八
一
内
線
ス
一
一
一
番
ま
で
〉

本
町
一
一
丁
白
、
本
町
一
一
一
丁

舗
の
全
務
お
よ
び
本
均
一
丁

昌
、
相
柑
ご
s話
、
肉
純
一
丁

同
時
.
合
山
ニ
プ
続
的
会
一
却
お

な
お
、
疑
問
な
点
等
が
あ
9

ま
し
た
ら
笈
綴
整
理
観
師
、
駅
前

都
市
改
逃
事
務
所
ま
で
お
問
問
い

合
わ
せ
く
だ
語
い
。

税

の

無

料

綴

談

a噂

東
京
地
ガ
淡
忍
士
会
総
孫
子

部
会
の
市
中
般
に
よ
号
齢
別
得
税
等

に
つ
き
然
科
州
側
地
試
を
用
聞
き
ま

す。
制
怖
の
申
告
臨
時
期
マ
も
お
ち
ま

す
の
で
、
税
い
い
附
倒
し
て
不
壊
な

点
が
お
れ
ツ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ

の
機
会
も
管
制
利
用
さ
れ
ま
す
ょ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国
国
母
持
品
一
笹
川
二
十
一
一
一
民

午
的
関
十
時
か
ら
午
後
一
一
一
時
り
ま

で

次
の
と
お
争
中
巾
民
卓
球
大
会
磁
場
所
狭
孫
チ
市
役
漏
出
一
一
階

走
行
な
い
ま
す
り
で
、
希
墾
者
大
会
議
室

は
お
察
し
込
み
く
だ
さ
い
。

醐
醐

B
時
吋
刊
一
月
二
十
八
日

午
前
九
臨
時
か
ら

慾
談
所
費
減
P
L
J
市
中
炎
公
開
阿

怒
留
品
悼
知
樹
榊
斑
格
形
市
内
に
従
袋
、

級
品
割
、
食
学
の
者

轍臨時同合唱
H

淡
中
学
俣
の
錦
、

一
組
蹴
〈
官
同
校
念
、
大
学
生
を

会
む
)
各
男
女

γγ
グ
ル
ス

闘
申
し
込
み
二
月
二
十
時
五

ま
で
に
教
育
議
白
川
会
へ
お
申
・

し
込
み
く
だ
さ
い
。

十
松
で
ふ
伺
協
同
時
常
者
む
中
韓
附
に
議
き

淵
制
緩
し
た
も
の
で
、
問
月
二
十

九
日
経
務
総
了
に
な
る
長
栄
議

員
会
後
災
の
選
挙
前
り
と
き
附
聞
い

ら
れ
る
も
の
で
す
。

と
丹
波
紋
人
名
簿
は
、
泌
総

登
録
制
嶋
茂
が
あ
9
ま
せ
ん
。

総
務
者
の
民
名
川
炉
設
録
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
確
か
ぬ
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

名
簿
は
、
一
一
一
向
井
一
ニ
十
一
日
時
機

慾
し
ま
す
。

「
折
り
び
な
い
講
習
会

内
F
h一

所
得
税
の

iと
」
れ

…
に
伴
う
抽
削
除
ね
な
d

一
月
十
六
口
M

か

一
ら
な
月
十
五
日
ま
で
一
カ
月
間

行
制
M
P税
務
販
制
明
、
行
な
っ
て
お
り

宛
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
}
ス
…
将
汚
月
吋
ニ

一

印
絹
山
十
閥
口
尽M
から什住同陣隠州制滋杭械等布の申
ι傍ι傍同

忽
丹
月
制
綴
紺
叫
絞
拭
を
次
の
詩
剖
慾
樹
表
に
土
仇
担
ソ
川
巡鴎

内
J年
阿
隊
悶
し
て
行
な
い
ま
す
。

側
例
年
申
告
鋭
機
が
近
づ
き
ま

燃
す
と
中
市
役
続
的
窓
口
が
洋
殺
に

一
務
総
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
と
も

一
後
寄
り
の
*
務
総
談
会
場
を
約

一
用
品
り
う
え
、
零
時
日
に
ゆ
血
宵
令
お

一
務
ま
せ
く
犯
さ
い
。

一
綴
中
止
同
出
柵
開
閉
二
飽
丹
十
六

aか

一
、
b
-
m
一
月
十

Fagま
で

制
抑
制
桝
市
内
に
由
叩
晶
惜
し
ま
せ
ん

こ
主
義
組
組
の
抽
出
燃
が
緩
め
ら
れ

F

な
い
場
合
が
あ
争
ま
す
。

ー
ま
た
、
制
制
限
後
の
や
後
で

あ
す
と
約
制
併
に
も
い
ろ
い
ろ
と

出
陣
中
日
が
然
じ
ま
す
砲
で
‘
必

殺
ら
訓
告
側
制
緩
内
に
申
・
持
消
し
て
く

だ
さ
い
。

紋
盟
事
告
惑
を
後
出
出
し
な
け
れ
ば

一
な
ら
な
い
人

一
総
務
四
十
六
冬
一
月
一
時

一
環
模
本
泌
氏
綾
往
し
、
前
年

一

一

東

洋

紙

一

抑

制

豆

一

一

成

一

金

会

一

戸

谷

索

・

夫

…

一

一

則

一

判

的

判

明

日

下

北

ケ

必

ゑ

滋

・

努

・

一

一

戸

台

不

羽

ふ

抑

制

汗

資

家

謝

料

栄

一

附

一

変

m

一
位
佼
木
叫
町
援
紺
即
時
叫
寺
一
一
戸

1

中
本
捻

一
程
々
岡
河
川
畑
ぽ
占
与

一

日

成

制

附

持

臨

済

校

校

的

問

銭

続

談

中

丸

'

榊

鮮

は

4

4
鮮
同
一
時

'
'
'
F
9
F

，
y

m山
総

後

4

駄

W
川
町
刈
引
制
剤
約
P

U

4

4

4

4

4

4

8

4

繍

止

同

窓

・

に

や

制

州

第

幾

久

抽

担

狭

小

附

組
関
取

w
m
w

村山勘

吋
的
税
甑
'
グ
グ
グ
，
，
，
グ
粧
品
8

，
，
，
グ
，
，
M

三

五
~

g

午

午

州

T

高

サ

〉

)

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〕

〉

〉

〉

〉

〉

〉

〉

向

同

役

以

休

仕

月

明

快

伐

九

州

住

仕

保

秋

保

保

仙

川

h
は

ほ

叩

民

自

何

時

日

H
U
H

時H
n

a

e

n

H

悶
H

民

n

H

R

終

日

自

民
M

M

E
幻

1

2

3

4

5

4

8

事

同

山

口

ロ

ロ

お

持

川

関

μ

ペ

〆

制

令

‘

リ

W

伝
統
的
「
祈
り
刊
げ
な
」
講
習

会
を
つ
ぎ
の
と
お

9
行
な
い
ま

す
阜
で
、
品
柏
村
親
者
は
お
申
'
L込

み
く
だ
決
心
。

。
糊
制
尽
一
一
月
一
川
十
玄
日

。
時
間
午
紛
十
時
か
ら
午
後

一
一
二
時
ま
勺

A
V
議
開
問
中
炎
公
民
館

。
講
師
蹄
問
中
サ
タ
寸
好
8
び

な
」
の
努
将

A
V
会
噛
宵
絞
齢
制
代
史
費
百
六

十
笈
円

。
悼
吋
品
物
ず
る
も
の
は
さ
み

f

小
)
縫
針
〈
大
)
ピ

y
-ゼ

ヅ
ト

A
V
唱
し
込
み
一
一
月
二
十
三
日

ま
で
に
電
綴
〈
八
二

l
一刊

五
一
祭
ザ
で
教
官
再
最
前
国
内
会
捻

品
開
品
紙
調
同
然
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

市

災

卓

球

大

会

追
突
事
故多
し

lま lj(
i光 nll
分裂E
に高差

世
間
湾
総
談
変
一
史

約
討
す
で
お
」
知
ら
せ
し
ま
し
た

育
児
抑
制
緩
で
、
ご
丹
十
八
潟
、

十
九
円
時
め
育
児
綱
相
絞
殺
を
都
合

に
よ
り
ニ

R
ニ
十
米
呂
、
ニ
十

六
ヨ
に
俊
樹
氏
し
ま
し
た
mw
で
お

然
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
今
月
の
毅
談
の
絞
務

者
は
、
附
附
和
制
附
間
十
五
年
八
月
余

ま
れ
と
十
一
月
生
ま
れ
母
乳
児

で
す
の
で
お
問
問
淡
い
の
な
い
よ

う
に
ど
波
放
く
だ
さ
い
。

公
開
民
館

議

康

ムφ即
胤
炎
穴
公
蹴
災
内
帥
鈴
開
で
は
次
均
と
お

i

れ哲ソ轍談蹄座を行ムなな令二ザ
ι

の
で
品
希
布
怨
…
夜
翁
は
hお判申宇T
し
込
み
く

だ
在
い
。

申
し
込
み
は
ス
比
二
十
八
日

ま
で
に
ハ
ガ
キ
ま
た
は
夜
祭
我

孫
子
市
陪
抑
制
孫
子
新
潟
一
二
凶

我
孫
子
市
中
炎
公
民
絡
ま
で

やさしいそp~安定耳元号入れてき主総 I 
Z事務まを切るくしましょう ! 

;j三を言是み紛'l:'.ltる主いうことは

主主筆蓄電ヒ限りなく重量かにします

行
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主主

線

談

行
時
札
岨
相
以
附
お
よ
び
人
総
線
終

招
鮎
陥
没
次
由
民
認
で
行
な
い
ま

す
唱
で
ご
判
明
開
mく
だ
さ
い
。

v
g時
一
一
バ
ニ
十
六
民
午
前

十
時
吋
か
ら
午
後
一
ニ
時
ま
で

欄

V

柵
鴫
}
鴎
布
候
文
部
川

自

衛

官

募

集

良
部
開
同
体
で
は
次
の
と
お
号
隊

員
を
券
轍
慨
し
て
お

9
ま
す
。

.
精
製
さ
れ
る
方
は
、
俊
民
却
剛

被
災
課
市
民
絡
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
内
ん
滋
乎
帥
祝
き
等
の
ど
時
津

肉
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